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人為低血圧下手術に関する臨床的な らびに実験的研究

第5編

核 酸 の消 長 か らみた正常 血圧下麻酔 と人為低血圧下

麻 酔 と の 実 験 的 比 較 検 討

岡山大学医学部第1(陣 内)外科教室(指導・陣内教授)

中 川 俊 美

〔昭和33年3月8日 受稿〕

第1章　 緒言ならびに文献

第2次 大戦直前から戦争中にかけて,欧 米におい

ては核酸細胞化学はめざましい進歩をとげた.こ と

にHavesy(1936)が 放 射性 燐(P32)を 動物組織

の燐代謝研究に応用して以来,核 酸の研究は単に基

礎医学者間のみの関心事でな く,今 日では臨床医学

の方面においても,も つとも先端的かつ重要な問題

となつてきた.核 に特異な燐含有性蛋白の存するこ

とはすでに古 くからしられていたが,長 い間本態不

明であり, Hammarstenお よびKosselに よつてこ

れが核蛋白とよばれ,さ らにMiescherが 膿球を人

工的に消化して一新物質を発見し, Altmanが これ

を核酸と名付けたのが始めである.そ の後,動 植物

核の核蛋白はともにMiescherの 核酸が主成分をな

し,酵 母から発見された植物核酸は主として細胞の

原形質内にあり,核 内にはごく少量あることがあき

らかとなつた.前 者を 「デソキシリボ」核酸(胸 腺

核酸,「チモ」核酸)と い い,後 者を 「リボ」核酸

(酵母核酸)と よんでいる.し かしながら1928年 頃

までは動物細胞中には植物性核酸はないと考えられ

ていた、そ こで1928年FeulgenはSchiffの 「ア

ルデ ヒー ド」反応を組織 化学反応に応用して,

 DNAの 特殊検出法を発見し, Caspersonは 原形質

内の好塩基性物質 がRNAかDNAか の判定に

Feulgen反 応(以 下F.反 応 と略す)を 応用 した.

しかしながらF.反 応はDNAの 特殊反応であるこ

とは認められ ても,組 織 内にあ る少量の遊離の

DNAな い しdepolymerized DNA ,こ と にその分

解産物は水解操作のときにとけて反応にあずかりえ

ないことがわかり, F.原 法 の 固定法 を改良 して

DNAの 融解をできるだけ防ぐことが肝要となつた.

すなわち浜崎(昭24)は 薄 い組織片を無水 「アルコ

ール」で十分固定したのちCr合 剤固定をおこない、,

これを切片としてF.反 応を試みた.本 改良法によ

ると核の呈色は原法に較べていちじるしく強まり,

核液,核小体にも弱い反応があらわれ,ま た原形質も

無定形,斑 紋状あるいは顆粒状に弱い反応があらわ

れる.す なわちF.原 法で反応陰性 とおもわれた部

分にもDNA性 物 質 の存す ることが実証された.

さて,動 物を絶食に陥らすと肝などのRNAが 急激

に減ず るといわれ ている.こ れについては浜崎,

 Brachet, Davidson(1946)ら の報告 があるが,浜

崎らが家兎についておこなつた亜急性飢餓では肝細

胞の原形質のDNA性 物質(KES)は 糖 や脂肪よ

りはるかにお くれて段々とす くな くなり, 5日 頃に

著減または消失する.そ して消失するのはもつぱら

外来性のKESで あつて,内 生性のものは目立つた

変化はない.ま た急性飢餓 の ときは原 形質内の

RNAお よびDNA性 物 質 の犠性 におい て核 の

DNAが 保存せられ,慢 性飢餓となると死前には核

のDNAも 消耗をきたす とのべている.一 方渋沢

によれば,外 科的侵襲においては副腎,肝 などにつ

よい崩壊がおこり,ま たその修復機転にはつよい増

殖,分 裂がみとめられるから,外 科臨床においてこ

れらの臓器につよい核酸の変化がおこるであろうと

のべている.す なわち大黒鼠に外傷,出 血によるシ

ョックを与え,肝RNAが 平均的に減少し,と きに

はつよい減少を示しはするが,し かし数例において

はむしろ増加しているのを認めた.さ らに大黒鼠に

熱 シ ョ ックを与えた場合には,肝DNAお よび

RNAの 減少が著明である.す なわちおなじく外科

的ショックといつても,外 傷ショックと熱傷ショッ

クとではDNA, RNAの 態度がかなりことなり,
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ときには全 く相反した変化を示す ことがあると指摘

している.つ まり,肝 組織の無酸素症およびその他

による傷害が,熱 傷シ ョックではかなり早期に,ま

た高度にすすむ傾向があり,そ のような傷害がつよ

いほどDNA, RNAに 減少がいちじるしいと推察

している.ま た,さ まざまなる外科的侵襲,低 蛋白

症,肝 無酸素症,あ るいはショックにおいて,肝 組

織ことに肝細胞にはかなり特異な変化がみとめられ

る.す なわ ち これ らの症状 が進行するにつれて

Cytochondriaが ふ くれ, RNAが 次第に減少し,糖

原はほとんど消失し,細 胞質は萎縮し,細 胞ことに

中心帯では糖原をふ くまず,ま た脂肪でない大小さ

まざまな形態の空泡が多数出現するとのべている.

駿河はかか る肝細胞の空泡形成を犬の出血実験で認

め,シ ョック血圧におちいつて3～4時 間ですでに

発生し,熱 傷ショックにおいても数時間後にすでに

顕著であるとのべている.こ れらの肝細胞における

空泡形成はしばしば細胞腫大を伴い,肝 水分量はあ

きらかに増加し,肝 蛋 白は減少しており(渋沢 ・杉

江),糖 原消失,ミ トコン ドリア消失, Cytoplasma

膨 化を合併する(駿 河),ま た細胞 内の鉄色素消失

をみとめみ場合 も少 くない(Gillman)と い う.す

なわち,外 科的侵襲ことに肝細胞の無酸素症などに

よる傷害のつよいショック状態においてあらわれる

肝細胞空泡形成は,糖 原,脂 肪と無関係であつて,

主 として細胞蛋白,こ とに細胞質のRNAの 消失,

その部の水分による置換と考えて大きい誤差はない

であろうと渋沢はのべている.さ らに渋沢らは放射

性燐の転換案験により肝の燐(燐 脂質,核 酸)の 代

謝を検討し,正 常大黒鼠では肝における燐脂質の分

布量が,核 酸の分布量よりもす くないにもかかわら

ず,燐 脂質の代謝がはるかに大であり,核 酸の代謝

については, DNAの 分布量はほとんど一定であつ

て, RNAの 変動にしたがつて転換 率が高 くなり,

あ るいは低 くなる.す なわち核酸の代謝は主として

細胞質のRNAに よつてきまる.し かし以上のよう

な転換率は外傷あるいは熱傷ショックを与えた場合

においては燐脂質は絵とんど変化がないか,ま たは

多少低い程度であるに反し,核 酸の転換率はかなり

著明に減少しているとのべている.さ らに渋沢らは

胃癌,胃 潰瘍,十 二指腸潰瘍などの開腹例について

のべ,外 科的侵襲でひどく動 くのはRNAで あり,

 RNAが つ よく減少するものは肝機 能の回復がおそ

く,無 処置のまま手術された場合は核酸濃度が低 く,

ことにRNAの 低下があきらかにみられるに反 し,

高熱量,高 蛋白食,テ ス トステロンを同時に投与し

たのが核酸濃度および転換率を著明に上昇せしめる

としている.

人 為低 血圧法が肝,腎 におよばす組織学的変

化については報告 が比 較的す くなく, Patonお よ

びZaimis夫 人(1949)ら はC5剤 を大量使用して

も剖検の結果,肝,腎 に実質性変化を証明して

いない.ま た清水,菅 原らも実験的に剖検上腎にな

んらの器質的変化を認めなかつたとのべている.私

はすでにのべたごとく,肺 切除臨床例を対象として,

血液ガス,肝 機能,腎 機能の面より検討した結果,

その正常血圧下手術と人為低血圧下手術との間に著

明なる差異を認めなかつた.し かしながら臨床的検

査の結果はあらゆる条件の綜合された姿であり,実

験的に,手 術侵襲を加えない純粋の正常血圧麻酔と

人為低血圧麻酔の比較検討を必要と考え,と くに従

来,多 数の実験的研究が病態生理学的研究であり,

いまだ核酸代謝の面よりこれを比較検討した報告に

接しない.し たがつて私は組織化学的に正常血圧下

麻酔と人為低血圧下麻酔を比較検討してみた次第で

ある.

第2章　 実験材料ならびに実験方法

実験材料 としては通常体重10kg以 上の健漆な

雄犬を使用した.前 麻酔としてのモルフイン剤は過

量になると呼吸抑制が顕著となるためあまり使用せ

ず,導 入麻酔 として イソ ミタールを体重毎瓩約

0.03g静 注 し,意識,反 射の喪失,つづいて十分な筋弛

緩がえられてから気管内挿管した.挿 管後ただちに

市河思誠堂製閉鎖循環麻酔器に連結し,エ ーテル酸

素麻酔で3期2相 とおもわれる麻酔深度に2～3.5時

間維持し,そ の後ただちに開腹して腹部臓器(主 と

して肝 ・腎)を 採取した.挿 管後時としてー過性の

呼吸停止をみた例もあるが人工呼吸により自発呼吸

は再開した.な お人為低血圧例においては通常初回

12.5～25mgのC6を 生理食塩液5ccに 稀釈して一側

股静脈より緩徐に注入し,反 対側股動脈に連結した

東大型血圧マノメーターにより血圧を測定した.な

お低血圧例においてC6初 回静注で効果不十分のと

きはさらに追加静注をおこなつた.動 物の体位は全

例水平位とした.麻 酔経過の1例 を示すと図1の と

おりである.

私は正常血圧下麻酔 と人為低血圧下麻酔とが,主

として肝,腎 に対し,い かなる影響をおよばすかに

ついて,核 酸,こ とにDNAに 重点をおき比較検討
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図1　 低 血圧 下 麻 酔 の1例No. 5,犬, 〓, 9kg,

 mmHg仰 臥位水平位

イ ソ ミタ ー ル0.25gエ ー テル50cc

 O2 500cc/min.

2時 間30分 麻酔C650mg

血 圧下 降度　 平 均-40%

す るため,そ の検 出にはFeulgen反 応を,ま た

RNAの 検出には下記の方法によつた.

A) DNAの 染色

固定 ・飽和昇汞水に2%の 氷醋酸を加えた液で固

定 し,パ ラ フ ィン包 埋.

染 色: (1)脱 パ ラ フ ィン後24時 間95%ア ル コ ー ル

浸 漬. (2)水 洗. (3)恒 温 槽 で60℃ に 加温 した 一

定 規 塩 酸 に 切 片 を4分 間 浸す. (4) 1分 間 水 洗.

 (5)フ ク シ ンー 亜硫 酸 液 に入 れ1～11/2時 間 染 色

す る. (6)酸 性 亜硫 酸 水 を3ケ の容 器 に いれ,こ の

中へ お の お の2分 間つ つ 浸 す. (7)流 水で5～10分

間 水 洗. (8)ア ル コ ール 脱 水,キ シ ロー ル透 徹,バ

ル サ ム封入.結 果, DNAを 含 む核 は紫 色 陽 性 とな

る.仁,細 胞 質 は そ ま らな い.

B) RNAの 染 色

固定:切 片 を 無水 硫酸 銅 を十 分 に加 えた 純 ア ル コ

ー ル で48時 間 固定 し,パ ラ フ ィン包 埋.

染 色. (1)チ オ ニ ン飽 和 水 溶液(0.5%)で5～

7分 染 色. (2)流 水 で十 分 水 洗. (3)95%ア ル コー

ルで 分 別. (4)純 アル コー ル脱 水3～5分. (5)キ

シ ロー ル透 徹.バ ル サ ム封 入.

第3章　 実 験 成 績

実験犬は無処置の対照2匹,正 常血圧下気管内麻

酔3匹,人 為低血圧下気管内麻酔7匹 計12匹 につい

て検討した.正 常血圧群と低血圧群を示すと表1の

とおりである.

表1　 正 常 血 圧 群 と 低 血 圧 群 の 実 験 内 容

第1節　 正常血圧下麻酔群について

No. 6(2時 間麻酔)

腎:ヘ マ トキシリン・エオジン染色(H. E.染 色

と略す)で みると糸毬体は腫脹し,毬 血管の内腔が

中等度に拡張するが空虚で貧血性である.細 尿管上

皮では主部において一部原形質の溷濁をみとめ,ま

たHenle係 蹄がやや拡張するが全 般的に著変をみ

ない.皮 髄の境界においては鎌状動静脈周辺部の間

質に著明 な浮腫がみ られ鎌静脈の拡張が著明.

 Feulgen染 色でみると,糸 毬体の血管毬の内皮は類

円形で核膜がうす く, F.顆 粒が微細点状にあらわれ

淡明なものと,不 規則な紡錐形にあらわれて瀰漫性

に濃染するものとある.尿 細管上皮の核は類円形で

わずかにうすい核膜を有し,微 細な境界不鮮明な

F.顆 粒が少数核内にあらわれ淡明 にみられる.こ

れら細尿管上皮の核の呈色性は全般的に弱い.し か



1612 中 川 俊 美

し間管以下Henle係 蹄の上皮は核が扁平で,や や

瀰漫性に濃染するものが多い(+) , RNA染 色では

尿細管上皮のチオニン陽性呈色が証明される.す な

わち淡紅色微細顆粒状の構造を呈 し,核 膜,核 小体

がともに明染し,糸 毬体内皮,間 質細胞のRNAが

著明である(+).

肝; H. E.染 色でみると,グ リコーゲ ンが豊 富

で,そ のため核の形が不正形で腫脹しているので
,

肝細胞の配列が密となり細胞柱の洞が圧迫されて認

めがたくなつてい るが,病 的とはいえない . RNA

染色でみると肝細胞々体内RNA顆 粒および核小体

の呈色度がやや弱 く,細 胞機能が軽度に抑制されて

いるものと考えられる.

No. 7(2時 間麻酔)

腎: H. E.染 色でみると,一 般に糸毬体がやや腫

脹性で,毬 血管が中等度に拡張するものがかなり多

く,ま たMesangiumが やや浮腫性にあらわれるも

のもある.細 尿管上皮は一般に構造は鮮明で著変を

示さない.鎌 状動静脈の間質は浮腫状にあらわれる.

 F.染 色でみると,糸 毬体の毛細管内皮細胞ないし

Mesangium細 胞 は中等度陽性にあらわれる.核 構

造は鮮明で細尿管上皮の核も比較的鮮明であるが,

呈色性は弱い(+).チ オニ ン染色でみ る とほぼ

No. 6と 同様でRNA(+)で ある.

肝: H. E.染 色でみるにグリコーゲンが少量たま

つているが変性像を認めない. F.染 色 でみ ると肝

細胞の核は繊細なF.陽 性の核膜と微細なF.陽 性

顆粒が少数核内に出現し全体としてあかるい.核 小

体はその壁がF.陽 性にあらわれ,中 心部はほとん

ど呈色性を示さない.星 細胞は扁平で数個のF.陽

性顆粒をみとあうるが全体として瀰漫性に濃染する

傾向がある(+).チ オニン染色でみると, No. 5の

低 血圧例と同様に肝細胞内の微細顆粒状RNAが 明

瞭にみえ る.た だ しNo. 5よ りMitochondriaあ

るいはChromidiaの 構造が鮮明で,核 仁の呈色も

著明で十分機能を営んでいるもののようであり,星

細胞のRNAは 明瞭である.

No. 20(2時 間麻酔)

腎:糸 毬体の毬細胞の核は一般に類円形～楕円形

を呈し,核 膜は痕跡的に存在を認めうるほどうす く,

なかに0.3～0.5ミ クロン位のF.陽 性顆粒が瀰漫性

に存在する.尿 細管上皮の核は核膜が繊細にあらわ

れ,核 小体の壁がF.陽 性に明瞭 にあらわれるが,

その勉の核形質内のF.陽 性顆粒ば非常に小で境界

不鮮明である(+). RNA染 色で みるに淡紅色 微

細顆粒状のチオニン呈色物質が存在し,核 も判然と

している(+).

肝:肝 細胞の核は淡明で,軽 度 にF.陽 性である.

これに反し星細胞は陽性に濃染する. RNA染 色で

みるに,チ オニン陽性物質は瀰漫性に胞体内に認め

られ,核 は仁,膜 ともに所によりやや不明瞭である

が,星 細胞は正常である(+).

第2節　 低血圧下麻酔群について

No. 1(2時 間麻酔, C6 75mg,血 圧下降-28%)

腎:全 般的に充血が著明,糸 毬体も一般に腫脹性

で,毛 細血管に多量の赤血球をみたしている.細尿

管上皮は一般に原形質が溷濁し,少 数のものにおい

て上皮の核周に境界鋭利な小空泡の形成をわずかに

認める.

肝:肝 毛細血管の充血が瀰漫性にみられ, Glisson

鞘 も浮腫状で,間 質静脈の著明な拡張がみられる.

No. 2(2.5時 間 麻酔, C6 50mg,血 圧下降-25

%)

腎:糸 毬体の血管は全般的に拡張し,網 眼を形成

し,糸 毬体の核のF.呈 色性も中等度に陽性で,正

常血圧群のそれ とほぼ同様で著差をみない(+).

肝: H. E.染 色でみると軽度ではあるが実質全般

にわたり充血がみられ,グ リコーゲンが少量たまつ

ているが,実 質細胞には著変をみない,細 胞は全体

として淡明で,軽 度にF.陽 性で,ま た胞体内には

瀰漫性にチオニン陽性物質が認められる(+).

No. 3(3時 間麻酔, C6 100mg,血 圧下降-36%)

腎:糸 毬体は一般に充血性である.細 尿管上皮は

所により原形質に溷濁と腫脹がみられ内腔に不定形

な蛋白塊を入れるものがある.全 般的に変化は軽度

で,鎌 状静脈の拡張を認める.

肝:軽 度ではあるが実質全般にわたり充血がみら

れる.実 質細胞には著変をみない.

No. 4(3時 間麻酔, C6 25mg,血 圧下降-20%)

腎:糸 毬体は軽度に充血し,細 尿管上皮は主部に

おいて一部溷濁性にあらわれ,間 質がやや浮腫性で

ある.な おごく一部の細尿管では核の消失をきたし,

原形質の染色性をいちじるしく減じ,平 等に淡染す

るものもみられる.し かし総体的には著変を示さな

い.

肝 門脈血管系の拡張のほか,細 胞内においても

軽度な肝毛細血管の充血をみる.実 質細胞には著変

をみない.

No. 5(2.5時 間麻酔, C6 50mg,血 圧下降-40%)

腎:一 様に糸毬体毛細管の内腔が拡張し,粗 大な
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網眼を形成,し かもその内腔は貧血性である.細 尿

管上皮のとくに主部細胞に腫脹と溷濁を認める. F.

染色でみると,毬 上皮の核の呈色性は中等度で,細

尿管上皮の核は一般に淡明であり,核 膜および核小

体の境界は繊細にF.陽 性にあらわれ,一 般に淡明

であるがその呈色性にはかなり差異がみられ,な か

には消失するもの も少数認める(〓). RNA染 色

では細尿管上皮,こ とに核仁の呈色がやや減退し,

全般的に細胞機能の軽度減退が予想される(〓).

肝:肝 細胞に小～中等大の空泡形成をごく少数に

生ずるものがみられ,原 形質が一般に軽度に溷濁す

る.間 質の結合組織が浮種状にあらわれ,星 細胞が

やや肥大する感があるが,全 体としてほとんど著変

はみられない, F.染 色では,繊 細な核膜をもち,微

細な顆粒を有する淡明な肝細胞核をみる.星 細胞は

一般に瀰漫性に濃染しやや腫大するものがみられる

(+). RNA染 色ではチオニン陽性物質は微細,瀰

漫性に胞体内に配位するが, Chromidia構 造等はう

かがえない.星 細胞,胆 管内皮,血 管内皮等では著

明,か つ明瞭にRNA顆 粒がみられる.

No. 8(3.5時 間麻酔, C6 50mg,血 圧下降-35%)

腎:糸 毬体の血管は一般に拡張 し,粗 大な網眼を

形成し,そ の内腔はほとんど空虚で, Mesangium

がやや浮腫状にあられるのもある.細 尿管上皮には

あまり著変はない,皮 髄の境界において間質に浮腫

がみられ,鎌 状 静脈 の拡張 がみられる. F.染 色所

見は正常血圧群のそれ とほぼ同様で著差をみない.

 RNA染 色所見は,大 部分の上皮がやや溷濁腫脹気

味で,所 により幾分呈色性が減退しているが,細 尿

管直部,迂 曲部あるいは一部の間質細胞には明瞭な

チオニン陽性物質を顆粒状に証明する.

肝:全 体としてグリコーゲンが豊富で,た めに肝

細胞索の配列にみだれがあり,細 胞は全体として淡

明,網 状,核 は圧迫により不規則星芒状にあらわれ

るものが多いが,あ まり変化 はない. F.染 色でみ

ると,核 はグリコーゲンで圧迫されて小さく,た め

に核構造は不鮮明で,一 部のものでは濃縮性にF.

に瀰漫性に強 く呈色している.星 細胞も同様である

(〓). RNA染 色 でみると,豊 富なグリコーゲンの

ため,胞 体の呈色は減退し,核 仁の呈色も軽度であ

る.星 細胞は中等度にRNA顆 粒をふ くむ(〓).

No. 9(2時 間麻酔, C6 40mg,血 圧下降-33%)

腎:網 眼形成,糸 毬体の核のF.呈 色性も中等度

に陽性でそれぞれ核の微細な構造も明瞭に認められ

る.細 尿管上皮ではことに主部の方でやや呈色性が

弱い.全 般的に呈色性を減じ一部には消失に傾 くも

のもあるようにお もわれる(+). RNA染 色でも

全体として呈色性が非常に軽微である(〓).

肝:核 構造は鮮明で, F.陽 性度 は比 較的著明で

ある.一 般にF.陽 性顆粒はかなり濃染して出現 し,

核膜は明瞭にそまるものが多い,ま れに核の色質の

流出をみるものがある.星 細胞の核もかなり濃染し,

 F.陽 性にあらわ れるものが多い(+). RNA染 色

では胞体内に明瞭にRNA顆 粒 を認め,核 も大き

く,核 仁,核 膜は明瞭にチオニンに呈色し,星 細胞

に非常に富み,チ オニン陽性物質 も濃染性である

(〓).

第4章　 総括ならびに考按

以上,私 は正常血圧下麻酔犬3匹,人 為低血圧下

麻酔犬7匹 についてその肝,腎 に与える組織学的影

響を記述したが,上 述の所見を総括していえること

は, (1)両 群 を通じて,な かには麻酔侵襲による細

胞機能の軽度な抑制とおもわれる所見がみられたが,

全体としては著明な核の変性その他の退行性変化を

認めなかつた. (2)核 酸(DNA, RNA)の 面から

みても,と きにはその呈色性の減退より細胞の軽度

な機能抑制が想像されるものもあるが,総 体的には

麻酔侵襲が肝,腎 の核酸代謝におよぼす影響は軽度

であり,し かも正常血圧群と低血圧群との間に著差

を認めなかつた.こ れらはほとんどすべて麻酔その

他の影響が解除されるとともに回復するものと考え

られる. (3)や や著明な所見は,低 血圧群において

は腎(例 えば糸毬体 毛細管,鎌 静脈など),肝(例

えば門脈血管系など)の 毛細血管の拡張がみられる

点であり,ま た低血圧群においては肝の変化よりも

腎の変化の方が比較的大なる傾向にあるようにおも

われた. (4)両 群を通じ, DNAとRNAの 変動の

多少については,幾 分RNAの 変 動 の方が大であ

るようにおもわれるが,一 定の傾向をみることは困

難であつた. (5)核 酸 も含めた肝,腎 の変化は麻酔

時間の長いもの,ま た血圧下降度の大なるものほど

つよい傾向にあるようであるが,私 のおこなつた麻

酔時間2～3.5時 間,血 圧下降度-20～-40%の 間

にはいちじるしい差を認めることは困難であつた.

低 血圧 群の以上 のような所見は, Patonお よび

Zaimis夫 人,清 水,菅 原等の実験成績にほぼ一致

するものであるが,私 の実験は日常臨床でおこなわ

れている方法にもつとも類似せしめたもので,低 血

圧のほかに麻酔操作が加つていることを念頭におか
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ねばならない.腎 機能におよばすC6の 作用は他の

臓器におよぼす影響に較べてもつとも強 く,す でに

大谷らもC6の排泄は大部分腎からおこなわれるので,

腎機能障碍のあるものではその作用時間が延長する

ので注意を要するとのべている.低 血圧例では肝よ

りも腎の方に比較的変化が多いという私の成績もか

かる原因によるものと考えられる.ま た低血圧群に

おいてに肝,腎 の毛細血管の拡張像を認めたが,こ

れは自律神経節遮断剤たるC6の 作用機序と相俟つ

て興味ある点と考える.す でに私は臨床例において,

血液ガス,肝 機能,腎 機能の面から正常血圧下手術

群と低血圧下手術群との間にいちじるしい差がみら

れないことを論じたが,こ こに核酸の面から追求し

た結果からも,両 群の間にいちじるしい差のないこ

とが判然とした.臨 床例における検査成績は,こ の

ような正常血圧麻酔および低血圧麻酔の上にさらに

手術侵襲,そ れに伴う各種条件が綜合された姿であ

り,し たがつて臨床的に低血圧下手術において肝機

能障碍(BSP試 験)が むしろ正常血圧例よりも軽度

であるのは,出 血量の減少にともなう輸血量の減少

その他の条件によるものと考えられ,当 然の結果と

いえよう.し かし,こ こに私の試みた低血圧麻酔実

験例では,平 均血圧下降-20～-40%で あり,ま た

臨床例では平均-34%で あ り,羽 石,白 土らにより

いわれている血圧下降の限界-40～-50%を 超越す

ると重篤な不可逆性低血圧,な いしショックに移行

し,諸 臓器のanoxic damageの 危険が考えられる

わけで,臨 床例についてはかかる点に細心の注意を

払う心要がある.

第5章　 結 論

私は犬をもちいて,正 常血圧下気管内麻酔と人為

低血圧下気管内麻酔を施行し,こ れらが肝および腎

の核酸代謝におよぼす影響を追求し,両 群を比較し

てつぎのごとき結果をえた.

(1)正 常血圧麻酔群および低血圧麻酔群を通じて,

なかには麻酔侵襲による細胞機能の軽度な抑制とお

もわれる所見がみられたが,全 体としては核の変性

その他の著明な退行性変化などを認めなかつた.

(2)核 酸の面からみても,な かにはその呈色性の

軽度の減退により細胞の機能がやや抑制されるとお

もわれるものもあるが,総 体的には麻酔および人為

低血圧法が肝,腎 の核酸代謝におよぼす影響は軽度

であり,し かも両群の間に著明な差を認めなかつた.

(3)や や著明なる所見は,低 血圧群において腎,

肝 の毛細血管に拡張がみられる点であり,ま た低血

圧群においては肝の変化よりも腎の変化の方が比較

的大なる傾向にある.

(4)両 群 を通 じ, DNAとRNAの 変動の多少

については, RNAの 変動の方がやや大であるよう

であるが,一 定の傾向をみることは困難であつた.

(5)核 酸 も含めた肝,腎 の組織学的変化は麻酔時

間の長いもの,ま た血圧下降度の大なるものほどつ

よい傾向にあるようであるが,私 のおこなつた麻酔

2～3.5時 間,血 圧下降度-20～-40%の 間にはい

ちじるしい差を認めなかつた.
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Clinical and Experimental Studies on the Artificial Hypotensive 

Operation.

Part V.

Experimental Comparative Studies on Anesthesia under Normal 

Blood Pressure and Hypotention Nucleic Acid in Dogs.

By

Toshimi Nakagawa

Department of Surgery, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Dr. D. Jinnai)

Male dogs were anesthetized with endotracheal anesthesia under the normal and the 

artificial hypotensive blood pressure and the influences of the anesthesia on the nucleic acid 

metabolism in the liver and the kidney were studied.
1) No marked degenerative changes were generally observed in both normal and hypo

tensive groups by anesthesia.
2) The influences on the nucleic acid metabolism were very slight in both groups.

3) In the hypotensive group, dilatation of the capillary vessels in the kidney and liver 

was observed.
4) The changes of R. N. A. seemed a little greater than those of D. N. A. in both groups, 

but no definite tendency was hardly observed.
5) Histological changes including the change of nucleic acid seemed stronger as the 

duration of anesthesia became longer and the grade of hypotention became greater. However, 
no marked difference observed between 2 and 3.5 hours of anesthesia and between 20% and 

40% of hypotensive rate.


